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如
実
知
自
心

大　

澤　

聖　

寛

一
、
問
題
の
所
在

田
中
千
秋
先
生
が
、
二
〇
〇
七
年
十
月
二
十
一
日
に
、「
密
門
会
出
版
部
」
よ
り
、『
大
日
如
来
に
抱い
だ

か
れ
て
』
と
題
し
て
出
版

さ
れ
た
本
に
、
三
ヶ
所
に
亘
っ
て
「
如
実
知
自
心
」
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
文
章
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
は
、「
私
の
心
が
無
限
で
あ
る
こ
と
を
知
る
」
に
、

如
実
知
自
心
と
言
っ
た
り
、
即
身
成
仏
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
り
し
ま
す
と
ね
。
何
か
わ
し
が
背
伸
び
を
せ
ん
に
や
、

ど
う
も
成
仏
せ
ん
だ
ろ
う
、
如
実
知
自
心
っ
て
言
っ
た
ら
、
わ
し
が
た
だ
も
ん
じ
ゃ
な
い
、
わ
し
が
値
打
ち
が
あ
る
ん
だ
と
い

う
こ
と
を
自
分
が
努
力
し
て
知
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
、
と
い
う
ふ
う
に
思
う
て
一
所
懸
命
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
な

く
、
何
か
、
や
っ
ぱ
り
、
下
駄
を
向
こ
う
に
預
け
て
ね
、
大
き
な
も
の
の
中
で
、
自
分
が
い
つ
の
ま
に
か
、
自
分
を
忘
れ
と
る

よ
う
な
時
に
―
忘
れ
た
と
い
う
時
に
は
も
う
大
き
な
も
の
、
そ
の
も
の
し
か
な
い
ん
で
す
、
そ
こ
に
は
。
た
だ
大
き
な
も
の
が

あ
る
だ
け
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
わ
ね
。
大
い
な
る
如
来
が
ま
し
ま
し
て
、
私
は
も
う
消
え
て
し
ま
っ
と
る
と
い
う
か
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
―
如
実
知
自
心
と
い
っ
た
っ
て
、
そ
れ
が
如
実
知
自
心
な
ん
で
す
。
自
心
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
そ
の
、
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百
六
十
四
セ
ン
チ
か
、
わ
し
は
…
…
、
そ
ん
な
よ
う
な
こ
と
の
中
に
心
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
そ
ん
な
小
さ
い
こ
と
を
言

う
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
無
限
な
ん
で
す
。
我
は
無
限
だ
と
い
う
こ
と
を
知
る
と
い
う
こ
と
が
如
実
知
自
心
で
す
（
１
）。

第
二
は
、「
世
界
と
私
が
融
け
合
う
」
に
、

た
と
え
ば「
実
の
如
く
自
心
を
知
る
」と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
り
し
ま
す
。
如
実
知
自
心
。
真
言
宗
で
悟
り
っ
て
言
っ

た
ら
、
実
の
如
く
自
心
を
知
る
ん
だ
。
同
じ
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
こ
の
時
、
何
か
、
私
が
如
来
と
本
当
に
一
つ
に
な
っ

て
と
い
う
よ
う
な
そ
の
体
験
が
、
ま
あ
如
実
知
自
心
と
い
う
こ
と
と
同
じ
こ
と
で
す
か
ら
ね
。
如
実
知
自
心
っ
て
い
っ
た
ら
、

別
な
こ
と
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
そ
う
や
っ
て
、
そ
の
時
、
衝
撃
的
な
体
験
を
へ
た
時
に
、
ま
あ
、
世
界
と
私
が
一
つ
に
な
る
、

世
界
と
私
が
一
つ
に
こ
う
融
け
合
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
、
や
っ
ぱ
り
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
（
２
）。

第
三
に
は
、「
座
談
会　

田
中
千
秋
先
生
を
か
こ
ん
で
」
に
、

そ
の
無
限
を
生
き
る
、
ち
ゅ
う
よ
う
な
こ
と
が
ま
あ
、
大
日
如
来
信
仰
で
す
わ
い
な
。
大
日
如
来
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う

無
限
者
な
ん
だ
か
ら
。
自
分
が
そ
う
い
う
無
限
者
に
遇
う
て
、
そ
れ
で
私
が
そ
う
い
う
無
限
者
に
遇
う
て
、
そ
れ
で
私
が
消

え
て
無
限
者
に
吸
収
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
、
我
即
大
日
で
す
わ
な
。
私
が
、
こ
の
私
が
―
如に
よ
じ
つ
ち
　
じ
　
し
ん

実
知
自
心
い
う
け
ど
、
そ
の
と
き
、

自
心
っ
て
い
う
の
は
、
こ
れ
だ
け
の
こ
と
、
と
い
う
よ
り
も
、
無
限
大
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
ら
な
。
無
限
大
の
も
の
に
吸
収
さ
れ
、無
限
大
の
も
の
に
摂
取
さ
れ
て
…
…
、い
う
と
こ
ろ
が
、つ
ま
る
と
こ
ろ
な
ん
じ
ゃ

ろ
う
と
思
い
ま
す
け
ど
。
そ
こ
で
初
め
て
、
我
、
大
日
如
来
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
（
３
）。

こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、

第
一
は
、
我
は
無
限
だ
と
知
る
こ
と
が
如
実
知
自
心
。

第
二
は
、
私
が
如
来
と
本
当
に
一
つ
に
な
っ
た
体
験
が
、
如
実
知
自
心
。

第
三
は
、
第
一
と
同
じ
で
あ
る
。
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如実知自心（大澤）

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
如
実
知
自
心
は
、
私
が
如
来
と
本
当
に
一
つ
に
な
っ
た
体
験
、
我
は
無
限
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
一
九
年
六
月
八
日
に
、「
密
門
会
出
版
部
」
よ
り
、『
菩
提
心
を
発
せ
―
―
僧
侶
を
め
ざ
す
あ
な
た
へ
」
と
題
し
て
出
版

さ
れ
た
本
に
一
ヶ
所
「
実
の
如
く
に
自
心
を
知
る
」
に
、

如
実
に
自
心
を
知
る
、
と
言
う
た
ら
、（
中
略
）
三
世
十
方
と
い
う
か
、
も
う
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
、
む
し
ろ
こ
う
無
限

な
ん
だ
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
に
思
い
を
致
す
べ
き
こ
と
だ
。
む
し
ろ
そ
う
な
ん
だ
（
４
）。

と
説
か
れ
て
い
て
、
先
の
『
大
日
如
来
に
抱
か
れ
て
』
の
結
論
を
合
わ
せ
る
と
、

如
実
知
自
心
は
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
、
我
が
如
来
と
本
当
に
一
つ
に
な
っ
た
体
験
で
あ
り
、
我
は
無
限
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
こ
と
。

と
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、一
、漢
訳
密
教
経
典
の
「
如
実
知
自
心
」、二
、『
大
日
経
疏
』
の
「
如
実
知
自
心
」、三
、弘
法
大
師
の
「
如
実
知
自
心
」、

四
、
興
教
大
師
の
「
如
実
知
自
心
」、
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

二
、
漢
訳
密
教
経
典
の
「
如
実
知
自
心
」

如
実
知
自
心
の
漢
訳
密
教
経
典
の
出
典
は
、『
大
毘
盧
遮
那
成
佛
神
變
加
持
經
』
の
、

祕
密
主
、
云
何
が
菩
提
と
な
ら
ば
、
謂
く
實
の
如
く
自
心
を
知
る
な
り
、
祕
密
主
、
是
の
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
は
乃
至
彼

の
法
と
し
て
少
分
も
得
べ
き
こ
と
有
る
こ
と
な
し
。
何
を
以
て
の
故
に
、
虛
空
の
相
は
是
れ
菩
提
な
り
。
知
解
の
者
も
無
く
、

亦
開
曉
も
無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
、
菩
提
は
無
相
な
る
が
故
に
。
祕
密
主
、
諸
法
は
無
相
な
り
。
謂
く
虛
空
の
相
な
り
。
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爾
の
時
に
金
剛
手
、
復
佛
に
白
し
て
言
さ
く
、
世
尊
、
誰
か
一
切
智
を
尋
求
す
る
。
誰
か
菩
提
の
爲
に
正
覺
を
成
ず
る
者
ぞ
。

誰
か
彼
の
一
切
智
智
を
發
起
す
る
と
。
佛
の
言
は
く
、
祕
密
主
、
自
心
に
菩
提
及
び
一
切
智
と
を
尋
求
す
べ
し
。
何
を
以
て

の
故
に
、
本
性
清
淨
な
る
が
故
に（５
）、

で
あ
り
、
ま
た
、『
一
切
祕
密
最
上
名
義
大
敎
王
儀
軌
』
の
、

自
心
實
の
如
く
覺
り
證
し
已
る
。
彼
の
覺
る
所
は
心
不
可
得
な
り
。
自
心
を
實
の
如
く
正
く
了
知
す（６
）。

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三
、『
大
日
経
疏
』
の
「
如
実
知
自
心
」

猶
し
一
切
の
語
言
を
聞
く
時
、
卽
ち
是
れ
阿
の
聲
を
聞
く
が
如
く
、
是
の
如
く
一
切
の
法
生
を
見
る
時
、
卽
ち
是
れ
本
不
生

際
を
見
る
。
若
し
本
不
生
際
を
見
る
者
は
、
卽
ち
是
れ
實
の
如
く
自
心
を
知
る
。
實
の
如
く
自
心
を
知
る
は
、
卽
ち
是
れ
一

切
智
智
な
り
。
故
に
毘
盧
遮
那
は
、
唯
だ
此
の
一
字
を
以
て
眞
言
と
爲
し
た
ま
う
（
７
）。

四
、
弘
法
大
師
の
「
如
実
知
自
心
」

弘
法
大
師
の
著
作
で
あ
る
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
巻
第
一
の
「
序
文
」
に
、

『
大
毘
盧
遮
那
経
』
に
、
秘
密
主
、
佛
に
問
う
て
も
う
さ
く
、「
世
尊
、
云
何
が
如
来
應
供
正
遍
知
、
一
切
智
智
を
得
た
ま
え

る
。彼
の
一
切
智
智
を
得
て
、無
量
の
衆
生
の
為
め
に
廣
演
分
布
し
た
ま
え
る
。乃
至
是
の
如
の
智
恵
は
何
を
以
て
か
因
と
為
、

云
何
が
根
と
為
、云
何
が
究
竟
す
る
」。
大
日
尊
答
し
た
ま
わ
く
、「
菩
提
心
を
因
と
為
、大
悲
を
根
と
為
、方
便
を
究
竟
と
為
。
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秘
密
主
、
云
何
な
る
か
菩
提
と
な
ら
ば
、
謂
く
實
の
如
く
自
心
を
知
る
な
り
（
８
）」。

と
説
か
れ
て
あ
り
、
ま
た
同
じ
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
巻
第
十
の
「
大
意
」
に
、

経
に
云
く
。
云
何
菩
提
、
謂
く
、
實
の
如
く
自
心
を
知
る
、
此
れ
是
の
一
句
に
無
量
の
義
を
含
せ
り
。
竪
に
は
十
重
之
淺
深

を
顯
し
、
横
に
は
塵
數
之
廣
多
を
示
す
。
又
云
心
續
生
之
相
は
諸
佛
の
大
秘
密
な
り
、
我
今
悉
く
開
示
す
と
者
、
即
ち
是
れ

竪
の
説
な
り
。
謂
く
初
めÇ

羊
の
闇
心
従
、
漸
次
に
闇
を
背
き
明
に
向
う
。
求
上
之
次
第
な
り
。
是
の
如
の
次
第
に
略
し
て

十
種
有
。
上
に
已
に
説
く
が
如
し
。

又
云
。
復
次
に
三
藐
三
菩
提
の
句
を
志
求
に
は
、
心
の
無
量
を
知
る
を
以
の
故
に
、
身
の
無
量
を
知
る
。
身
の
無
量
を
知
る

が
故
に
、
智
の
無
量
を
知
る
。
智
の
無
量
を
知
る
が
故
に
、
即
ち
衆
生
の
無
量
を
知
る
。
衆
生
の
無
量
を
知
る
が
故
に
、
即

ち
虚
空
の
無
量
を
知
る
。
此
れ
即
ち
横
の
義
な
り
。

衆
生
の
自
心
其
の
數
無
量
な
り
。
衆
生
狂
醉
し
て
覺
せ
ず
知
せ
ず
。
大
聖
の
彼
の
機
根
に
随
っ
て
、
其
の
數
を
開
示
し
た
ま

う
。
唯
蘊
拔
業
の
二
乗
は
但
し
六
識
を
知
り
、
他
緣
・
覺
心
の
兩
教
は
但
し
八
心
を
示
す
。
一
道
・
極
無
は
但
し
九
識
を
知
る
。

釋
大
衍
に
は
十
識
を
説
く
、
大
日
経
王
に
は
無
量
の
心
識
無
量
の
身
等
を
説
く
。
是
の
如
の
身
心
之
究
竟
を
知
る
は
、
即
ち

是
れ
祕
密
荘
嚴
之
住
處
を
證
す
る
な
り
（
９
）。

と
説
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
即
身
成
仏
義
』
の
「
重
重
帝
網
な
る
を
即
身
と
名
づ
く
」
の
解
説
に
、

是
れ
則
ち
譬
喩
を
擧
ぐ
。
以
て
諸
尊
の
刹
塵
の
三
密
の
圓
融
無
礙
な
る
こ
と
を
明
す
。
帝
網
と
者
因
陀
羅
珠
網
也
。
謂
く

身
と
者
我
身
と
佛
身
と
衆
生
の
身
と
、
是
を
身
と
名
づ
く
。
又
四
種
の
身
有
り
。
い
わ
く
、
自
性
受
用
變
化
等
流
是
を
名

て
身
と
曰
う
。
又
三
種
有
。
字
印
形
是
也
。
是
の
如
き
等
の
身
は
縦
横
重
重
な
る
こ
と
鏡
中
の
影
像
と
燈
と
も
し
びの
光
の
渉
入
す

る
が
如
し
。
彼
の
身
は
即
是
れ
此
の
身
な
り
。
此
の
身
は
即
是
れ
彼
の
身
。
佛
身
即
是
れ
衆
生
の
身
。
衆
生
の
身
即
是
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れ
佛
身
。
不
同
に
し
て
而
同
な
り
。
不
異
に
し
て
而
異
な
り
。
故
に
三
等
無
礙
な
り
。
真
言
に
曰
。
帰
命
句
は
常
の
如
。

阿ア
　
サ
ム
メ
イ
チ
　
リ
　
サ
ム
メ
イ
サ
ム
マ
　
エ
イ
ソ
ワ
カ
　

三
迷
底
哩
三
迷
三
昧
曳
莎
呵
。
初
の
句
義
は
無
等
と
云
う
。
次
は
三
等
と
云
。
後
の
句
は
三
平
等
と
云
。
佛
法
僧
是
れ
三

な
り
。
身
語
意
亦
三
な
り
。
心
佛
及
衆
生
三
也
。
是
の
如
の
三
法
は
平
等
平
等
に
し
て
一
也
。
一
に
し
て
而
無
量
な
り
。
無

量
に
し
て
而
一
な
り
。
而
も
終
に
雜
乱
せ
ず
。
故
に
重
重
帝
網
名
即
身
と
曰
う

A
C
B

。

は
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
巻
第
十
の
「
大
意
」
に
説
か
れ
て
い
る
、

大
日
経
王
に
は
無
量
の
心
識
無
量
の
身
等
を
説
く
。
是
の
如
の
身
心
之
究
竟
を
知
る
は
、
即
ち
是
れ
祕
密
荘
嚴
之
住
處
を
證

す
る
な
り

A
D
B

。

に
通
ず
る
の
で
あ
る
。

次
に
『
性
霊
集
』
の
「
如
実
知
自
心
」
に
つ
い
て
は
、『
諸
の
有
縁
の
衆
を
勸
め
奉
て
秘
密
の
法
蔵
合
て
三
十
五
巻
を
寫
し
奉
る
應

し
』
に
、

貧
道
愚
陋
な
り
と
雖
も
、
訓
を
先
師
に
承
け
た
り
。
貧
道
遠
く
大
唐
に
遊
ん
で
深
法
を
求
め
訪
う
。
幸
に
故
大
廣
智
三
蔵

の
付
法
の
弟
子
青
龍
寺
の
法
の
諱
な
恵
果
阿
闍
梨
に
遇
た
て
ま
つ
る
こ
と
を
得
て
、
此
の
秘
密
神
通Ö

上
金
剛
乗
敎
を
受

學
す

A
E
B

。

と
示
さ
れ
、
空
海
は
大
唐
に
行
き
、
不
空
の
付
法
の
弟
子
で
あ
る
青
龍
寺
の
恵
果
阿
闍
梨
に
遇
っ
て
、
秘
密
金
剛
乗
、
つ
ま
り
真

言
密
教
を
受
学
し
た
こ
と
を
述
べ
た
後
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
お
ら
れ
る
。

和
尚
告
げ
て
曰
た
ま
わ
く
、
若
し
自
心
を
知
る
は
即
ち
佛
心
を
知
る
な
り
。
佛
心
を
知
る
は
即
ち
衆
生
の
心
を
知
る
な
り
。

三
心
平
等
な
り
と
知
る
を
即
ち
大
覺
と
名
く
。
大
覺
を
得
ん
と
欲
わ
ば
當
に
諸
佛
自
證
之
敎
を
學
す
べ
し
。
自
證
の
敎
と

者
い
わ
ゆ
る
金
剛
頂
十
萬
偈
、
及
び
大
毗
盧
遮
那
十
萬
偈
の
經
是
れ
也
。
此
の
經
は
則
ち
浄
玅
法
身
大
毗
盧
遮
那
佛
。
自

眷
属
の
法
佛
と
法
界
秘
密
心
殿
の
中
に
住
し
て
常
恒
に
演
説
し
た
ま
う
所
の
自
受
法
樂
之
敎
な
り
。
故
に
金
剛
頂
經
に
説
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か
く
、
自
受
法
樂
の
故
に
此
の
理
趣
を
説
く
。
應
化
佛
の
所
説
に
は
同
じ
か
ら
ず
と
。
又
龍
猛
菩
薩
の
た
ま
わ
く
、
自
證

の
三
摩
地
の
法
は
諸
敎
の
中
に
闕
し
て
書
せ
ず
と
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
但
此
の
秘
密
の
經
論
の
中
に
の
み
説
け
り
。
自

外
の
顯
經
論
の
中
に
は
説
か
ず
と
な
り

A
F
B

。

と
説
か
れ
て
い
て
、「
も
し
自
心
を
知
る
は
す
な
わ
ち
仏
心
を
知
る
な
り
。
仏
心
を
知
る
は
す
な
わ
ち
衆
生
の
心
を
知
る
な
り
。
三

心
平
等
な
り
と
知
る
は
す
な
わ
ち
大
覚
と
名
づ
く
」
の
「
も
し
自
心
を
知
る
」
は
「
如
実
知
自
心
」
に
当
る
の
で
あ
る
。

五
、
興
教
大
師
の
「
如
実
知
自
心
」

『
打
聞
集
』
に
、

如
實
知
自
心
と
は
、獨
り
眞
言
に
名
づ
く
べ
し
。
心
の
實
相
を
本
有
の
ご
と
く
知
る
ゆ
え
に
。
心
は
も
と
、無
量
無
邊
な
る
を
、

小
乘
は
六
識
と
知
り
、
菩
薩
は
八
識
と
知
り
、
權
佛
乘
は
九
識
と
知
り
、『
釋
論
』
は
十
識
と
知
り
、
眞
言
は
無
量
識
と
知
る
。

無
量
を
知
ら
ざ
る
ゆ
え
に
、
貪
と
名
づ
け
賤
と
名
づ
く
。
本
來
無
量
な
る
を
、
無
量
と
知
る
が
ゆ
え
に
、
如
實
知
自
心
と
名

づ
け
、
眞
言
行
人
を
、
み
な
觀
自
在
菩
薩
と
名
づ
く

A
G
B

。

と
説
か
れ
て
あ
る
。

ま
た
『
打
聞
集
』
の
「
觀
自
在
菩
薩
」
に
つ
い
て
、『
阿
彌
陀
祕
釋
』
に
は
、「
大
意
の
序
」
に
、

迷
悟
わ
れ
に
あ
れ
ば
、
三
業
の
外
に
佛
身
な
し
。
眞
妄
一
如
な
れ
ば
、
五
道
の
内
に
極
樂
を
得
。
こ
の
理
趣
を
覺
れ
ば
、
す

な
わ
ち
時
の
心
こ
れ
を
觀
自
在
菩
薩
と
名
づ
く
。
有
爲
無
爲
の
諸
法
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
一
心
平
等
の
理
を
覺
つ
て
障
礙

な
き
が
ゆ
え
に
。
こ
の
心
究
竟
す
れ
ば
、
分
別
取
著
を
離
れ
て
、
性
徳
の
一
心
を
證
す
る
が
ゆ
え
に
、
名
づ
け
て
阿
彌
陀
如

來
と
な
す
。
こ
れ
大
意
な
り

A
H
B

。
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と
説
き
、
こ
こ
で
は
「
觀
自
在
菩
薩
」
は
「
阿
彌
陀
如
來
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
後
に
「
名
號
解
釋
」
に
、

つ
ぎ
に
名
號
を
釋
せ
ば
、
天
竺
に
は
阿
彌
陀
と
稱
し
、
唐
に
は
飜
じ
て
無
量
壽
・
無
量
光
等
と
い
う
。
お
よ
そ
十
三
の
翻
名

あ
り
、
こ
れ
す
な
わ
ち
顯
敎
所
用
の
義
な
り
。
た
だ
し
密
宗
の
意
は
、
一
切
の
名
言
、
如
來
の
密
號
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。

し
か
り
と
い
え
ど
も
十
三
の
翻
名
に
つ
い
て
、
實
義
を
釋
せ
ば
、
一
に
は
無
量
壽
。
法
身
如
來
、
法
界
宮
に
居
し
て
、
不
生

不
滅
な
り
。
こ
の
ゆ
え
に
大
日
如
來
を
、
あ
る
い
は
無
量
壽
佛
と
名
づ
く

A
I
B

。

こ
の
こ
と
を
「
諸
尊
の
名
號
は
大
日
如
來
の
異
名
」
に
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

こ
の
ゆ
え
に
十
方
三
世
の
諸
佛
菩
薩
の
名
號
は
、
こ
と
ご
と
く
一
大
法
身
の
異
名
な
り
。
ま
た
十
方
三
世
の
諸
佛
菩
薩
は
、

み
な
大
日
如
來
の
差
別
智
印
な
り
。
な
い
し
一
切
衆
生
の
所
出
の
言
語
、
密
號
名
字
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
こ
れ
に
迷
う

を
衆
生
と
名
づ
け
、
こ
れ
を
悟
る
を
佛
智
と
名
づ
く
。
こ
の
ゆ
え
に
阿
彌
陀
の
三
字
を
唱
え
れ
ば
、
無
始
の
重
罪
を
滅
し
、

阿
彌
陀
の
一
佛
を
念
ず
れ
ば
、
無
終
の
福
智
を
成
ず
る
こ
と
、
帝
網
の
一
珠
に
、
頓
に
無
盡
の
珠
像
を
現
ず
る
が
ご
と
く
、

彌
陀
の
一
佛
、
速す
み
や
　か
に
無
邊
の
性
徳
を
滿
ず
る
な
り

A
J
B

。

と
説
か
れ
て
い
て
、「
十
方
三
世
の
諸
仏
菩
薩
は
、
大
日
如
来
の
差
別
智
印
つ
ま
り
、
大
日
如
来
の
内
証
の
一
分
を
司
る
諸
尊
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

六
、
ま
と
め

一
、
田
中
千
秋
先
生
の
「
如
実
知
自
心
」
は
、「
時
間
的
・
空
間
的
に
私
が
如
来
と
一
つ
に
な
っ
た
体
験
で
、
自
分
が
無
限
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
で
あ
る
」。

二
、 『
大
日
経
』の「
如
実
知
自
心
」は
、「
云
何
が
菩
提
と
な
ら
ば
、謂
く
實
の
如
く
自
心
を
知
る
な
り
」と
説
き
、「
自
心
に
菩
提
、
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一
切
智
を
尋
求
す
る
の
は
本
性
清
浄
で
あ
る
か
ら
だ
と
説
い
て
い
る
」。

三
、『
大
日
経
疏
』
の
「
如
実
知
自
心
」
は
、「
若
し
本
不
生
際
を
見
る
者
は
、
卽
ち
是
れ
實
の
如
く
自
心
を
知
る
。
實
の
如
く

自
心
を
知
る
は
、
卽
ち
是
れ
一
切
智
智
な
り
」。

四
、
弘
法
大
師
の
「
如
実
知
自
心
」
は
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
巻
第
一
の
「
序
文
」
に
は
「
秘
密
主
、
云
何
が
菩
提
と
な

ら
ば
、
い
わ
く
実
の
如
く
自
心
を
知
る
な
り
」
と
示
さ
れ
、『
同
』
巻
第
十
の
「
大
意
」
に
は
、「『
大
日
経
』
王
に
は
無
量
の

心
識
、
無
量
の
身
等
を
説
く
。
か
く
の
ご
と
く
の
身
心
の
究
竟
と
知
る
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
祕
密
荘
厳
の
住
処
を
証
す
る
な
り
」

と
説
か
れ
て
あ
る
。
ま
た
『
即
身
成
仏
義
』
の
「
重
重
帝
網
な
る
を
即
身
と
名
づ
く
」
の
解
説
の
「
仏
法
僧
こ
れ
三
な
り
。
身

語
意
ま
た
三
な
り
。
心
仏
お
よ
び
衆
生
三
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
の
三
法
は
平
等
平
等
に
し
て
一
な
り
。
一
に
し
て
無
量
な
り
。

無
量
に
し
て
一
な
り
。
し
か
も
つ
い
に
雑
乱
せ
ず
」
は
『
十
住
心
論
』
の
巻
第
十
の
「
大
意
」
に
通
ず
る
の
で
あ
る
。

五
、
興
教
大
師
の
「
如
実
知
自
心
」

　
『
打
聞
集
』
に
は
、「
本
来
無
量
な
る
を
無
量
と
知
る
が
ゆ
え
に
、
如
実
知
自
心
と
名
づ
け
、
眞
言
行
人
を
、
み
な
觀
自
在
菩

薩
と
名
づ
く
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
阿
彌
陀
秘
釋
』
の
「
大
意
の
序
」
に
は
、
こ
の
「
觀
自
在
菩
薩
」
に
つ
い
て
、

「
三
業
の
外
に
佛
身
な
し
。
眞
妄
一
如
な
れ
ば
、
五
道
の
内
に
極
楽
を
得
。
こ
の
理こ
と
わ
り趣
を
覺
れ
ば
、
す
な
わ
ち
時
の
心
こ
れ

を
觀
自
在
菩
薩
と
名
づ
く
」
と
説
き
、ま
た
「
有
為
無
為
の
諸
法
に
お
い
て
、一
心
平
等
の
理
を
覺
っ
て
障
礙
な
き
が
ゆ
え
に
。

性
徳
の
一
心
を
證
す
る
が
ゆ
え
に
、阿
彌
陀
如
来
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
名
號
解
釈
」
に
「
一
に
は
無
量
壽
。
法
身
如
来
、

法
界
宮
に
居
し
て
、
不
生
不
滅
な
り
。
こ
の
ゆ
え
に
大
日
如
来
を
、
あ
る
い
は
無
量
壽
佛
と
名
づ
く
」
と
し
、「
諸
尊
の
名

號
は
大
日
如
来
の
異
名
」
に
「
十
方
三
世
の
諸
佛
菩
薩
の
名
號
は
、
こ
と
ご
と
く
一
大
法
身
の
異
名
な
り
。
ま
た
十
方
三
世

の
諸
佛
菩
薩
は
、
み
な
大
日
如
来
の
差
別
智
印
な
り
」
と
説
か
れ
、「
阿
彌
陀
の
三
字
を
唱
え
れ
ば
、
無
始
の
重
罪
を
滅
し
、

彌
陀
の
一
佛
、
速
か
に
無
邊
の
性
徳
を
満
ず
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
興
教
大
師
は
、「
如
実
知
自
心
」
は
「
彌
陀
の
一
佛
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に
無
邊
の
性
徳
を
満
ず
」
と
さ
れ
て
い
る
。

註（
１
）
田
中
千
秋
著
「
大
日
如
来
に
抱い
だ

か
れ
て
」
田
中
千
秋
先
生
講
話
集
、
密
門
会
出
版
部
、
頁
一
〇
九
、二
〇
〇
七
年
十
月
二
十
一
日
発
行

（
２
）
同
頁
一
五
七

（
３
）
同
頁
三
三
二

（
４
）
田
中
千
秋
著
「
菩
提
心
を
発
せ
」
密
門
会
出
版
部
、
頁
三
七
八
、二
〇
一
九
年
六
月
八
日
発
行

（
５
）
大
正
蔵
一
八
・
頁
一
・
下

（
６
）
大
正
蔵
一
八
・
頁
五
三
七
・
上

（
７
）
大
正
蔵
三
九
・
頁
六
五
一
・
下

（
８
）
定
本
弘
法
大
師
全
集
第
二
巻
・
頁
七
―
八

（
９
）
定
本
弘
法
大
師
全
集
第
二
巻
・
頁
三
〇
七
―
三
〇
八

（
10
）
定
本
弘
法
大
師
全
集
第
三
巻
・
頁
二
八
―
二
九

（
11
）
定
本
弘
法
大
師
全
集
第
二
巻
・
頁
三
〇
八

（
12
）
定
本
弘
法
大
師
全
集
第
八
巻
・
頁
一
七
四
―
一
七
五

（
13
）
定
本
弘
法
大
師
全
集
第
八
巻
・
頁
一
七
五

（
14
）
興
教
大
師
著
作
全
集
第
二
巻
教
相
部
二
、
頁
一
八
八

（
15
）
興
教
大
師
著
作
全
集
第
五
巻
内
觀
部
、
頁
二
二
六

（
16
）
興
教
大
師
著
作
全
集
第
五
巻
内
觀
部
、
頁
二
二
六

（
17
）
興
教
大
師
著
作
全
集
第
五
巻
内
觀
部
、
頁
二
二
八
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